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●
攀

樹

性

の

ヤ

　
ウ

　
ジ

　
ウ

゜

ヲ

　

私
は、

大
正

五

年
の

七

月、

房
蝌
の

高
ノ

島
で、

　一

種
の

ヤ

ウ

ジ

ウ

ヲ

（

そ
れ

湧

二
ぎ
窘
ξ
簒
二

ざ
羃一】

冨
ぎ
霊
讐
鍵
轟

聡
ご

賓
自

霧

で

あ

る

と
思
ひ
ま

す
。

以
後
之
を

唯
だ

單
に

肇
畫
壽

毒
づ

靠

と
呼

び
ま
す
．

）

の

生
活

標
本

を
得、

そ
の

饗

性
に

付
て

多

少
の

觀
察

を
な

す

こ

と
が

で

き

ま

し
π

が、

そ
の

折
、

そ
の

ヤ

ゥ

ジ

ウ

ヲ

が

攀
樹

性
で

あ
る

こ

と、

ま
セ、

灘

泳
の

場

合
に

體
を

垂

直
の

位
置

に

保
つ

こ

と
な

ど、

こ

れ
ま
で

ウ
ミ

ウ

マ

に

於
て

知

ら
れ

た

事

實

と
一

致
す

る

點
の

甚
だ

多
い

こ

と
を

發
見

し
ま

し
陀

。

（

ウ
ミ

ウ

マ

の

運

動
に

付
て

は
、

〉
同

詳
げ

9
受

及
び

O
げ
o

窪
o
叶

9戸

の

．．
Oo

 

匂D
一

鼠
診
鉱

9
磊

。。

犀
ぼ

8
の

9
ゆ一
〇

g
幽

塁

雲

『
一
〇

8
；
o
銘
o
¢

幽
 

一 、
類
若
娼

？

8
冨

零
払
言
号

畠
き

ま
喝
ゴ
o
皆

o
σq
影

弓

『

β

g
  ．

［

〉

容
『

凶
oo

ピ

 

髫゚
〔
誉

鎖

曾
‘

蟹
σ
酔

靆
o
酔

鬥

雪

ヨ
P85

Φ

α

尸

59

ご

一

巴
こ。・

］

と
い

ふ

面
白
い

磅
究
報
交
が

あ
ら

ま

す
。

）

そ
れ

で
、

鑑

に
、

堂
時
觀
察
し
π

事

柄

の

一

部
勞
を

報
告
し、

そ

れ

に

付
て

皆
さ

ん

の

高
教
を
岬

ぎ
度
い

と

思
ひ

ま
す。

（

論

　

　
説
）

　
0
犖
樹

性
の

ヤ
サ

ジ

ウ

チ

八
石

井
）

（

其

こ

理

學

士

　

石

井

重

美

｛

　

H
宀

ぢ

它
。

嘗
も
磊

は
、

硬

骨

魚

類

中
、

豚
謂

．．
臥

蓐
。

試

8N
塁

　

§

ミ
毳
、、

な

る

誕

苳
野
許

諄
適

竜
ミ

ぎ
ミ写
ミ
鞠

な

ど
に

對
し、

本

　

來
の

生
活

、

周

幽
ー

1
即

ち
水

中
に

在
つ

て

攀
樹
性
　
へ 、．

臣

昏
o

鳳、

　
oO

訂
彰
o
．．

）

を
示
す

奇
異
な

魚
と
し

て

最
も

普

逋
に

知
ら

れ

て

居

　

り

ま

す
が
、

之
に

近

縁
の

ヤ

ウ

ジ

ゥ

ヲ

類
で

は、

攀
樹
性

を
示

す

　

者

が

無
い

と
い

は

れ、

さ

う
し
て．

此
の

攀
樹
性
の

有

無

−
語

　

を

換
へ

て

云
へ

ば
、

尾
部
の

纏
絡

性
で

め
る

や

否
や

と
い

ふ

事
は、

　
の

繁“
養
＝

暮
三

臼
o

を
oα

団

轟
黛
轟
旨
蜀
o

と

属
耐

零
＄
髟
娼

ヨ
夢
Φ

と
に

分

　

つ

主
な

標
徴
の
一

つ

に

數
へ

ら

れ

て

居
b
ま

す
。

臼
o
島
釁

及

び

　
c。
同】

旨
霧
（．．
レ

冨
謀
 

白
。

コ
冨

国

峯
。

馨
。
h

巳
山

器
甲

乙
ピ
o

暑
o
ゲ

髯
午

　
o

ぼ
畧
。

ゆ
・゚

げ

翕
○
宀

討
膨
詳、、

団

ま
ρ

d
ψ
Z9

寓
聲

9
＜
o｝・

賊
図
H

＜°

’
　

謬
妄
し

も、

そ
の

中
に

q
さ
。

§〜
§
黥

を
含

む

り層

岩
」Q

富
跨
言

器

　

の

標
徴
の
一

と

し
て

．、

芭
＝
δ
虐

鷲
魯
曾
巴
o
、−

と
云
ひ、

ま
紀、

　

そ
の

薪
種
と
し
て

記

し
陀

q
き
§

謹
ソ

§

鼠
奪
ミ
§
婁
偽

に

付
て

も、

　

尾

部
の

壥
絡
性

に

し

て

そ
の

動
物
の

攀
嵩
性
で

あ

る

二

と
は

勿

　

論
邇
ぺ

て

あ
ら

ま
せ

ん
。
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（

諭．
　

説
V
　
O
攀
胡

性
の

ヤ

ウ

ジ

ウ

チ

　
（

石

井
）

ゴ

　
　、
＝

　

私
の
觀
察
に

用
ひ

だ

q
『

8
§

蕁
§

は
、

高
ノ

島
と
館
由

と
の

澗
で

、

子
潮
の

衍
は

徒
渉
し
て

渡
り

得
る

ほ

ど
の

厨
を、

小
さ

な

手

繰

網
を
曳
い

て

獲

た

も
の

で

あ

b
ま

す
。

　

此
の

邊
に

、

海
底
が
一

體
に

砂
で

被
は

れ

て

居
り

ま
言

が
、

な

ほ

方
々

に

ア

デ

モ

の

密
生

し
陀

部
△
刀

が

め
つ

て
、

ヤ

ウ

ジ

ク

ヲ

の

爲
め

に

好

個
の

棲
息

場
を

作
つ

て

居
う

ま

す
。

さ

う
い

ふ

處
で

は、

ア

ヂ
王

は

極
め

て

密
に

茂
生

し
て
、

其
の

葉

と
葉
と
の

間

隙
は、

（

勿
論
處
に

よ

つ

て

多

少

の

相

違
は

あ
り

ま

す
が、
）

一

寸
以

下
に

な

つ

て

居
る

揚
合
が

澤
山

あ
り

ま
す

。

・

　
探
集
し
て

觀
察
に

供
し

セ

q
こ
ミ
ミ

竃
議

の

數
に

　

〜

付
て

は、

不

幸
に

し
て

當

蒔
そ
れ
を

ノ

ー

ト

に

書
留

む

る

事

を

遺
失

し
た

爲

め
、

今

そ
の

正

確
な

値
を

擧
げ
る

こ

と
の

で

き

な

い

の

を

憾
と

し

ま

す
が
、

私
の

記
憶
匹

存
し
て

居
る

と

こ

ろ

で

は
、

十
二

三

尾
で

あ
つ

セ

と
思
ひ

ま
す

。

勿

論
そ
の

中
に
は

雄
も

雌
も

あ
b

ま
し
陀

。

　
材
料
は

採

集
後
直
ぐ
に

持
ち

歸
つ

て
、

水
産
講
習

所
實
驗

室

備

付
の

タ

ン

ク

の

中
へ

入
れ

ま
し
た

。

（

實
驗
室

ま
で

搬
ぷ

逾
中
は、

海
水
を

盛
つ

だ

硝
子

鉢
の

中
へ

入

蜘
て

置
き

ま
し
π

。

）

タ

ン

ク

は、

長
さ

二

尺
、

幅
一

尺
三

寸、

高
さ
一

尺

を
有
す
る

長

方

形
の

置

二．

硲
子

函
で
鴇

底
に
は、

厚
さ
一

寸
五

分
乃
至

二

寸
の

砂

を
敷

き
、

そ

れ
に

海

水

を

滿
し
て

あ

り

ま
し

逝
9

　
　
．
ゴ

　
「

　
　

ー

　

此

處
に

用
ひ

だ
海

水
縁、

勤
た

に
、

附
近
の

海

中
か

ら
樋

噂

筒

を
以
て
、

　
一

旦

大
き

な

木
製
の

貯
藏
タ

ン

ク

中

に

汲

置
い

セ

も

の

を
、

鐵
管
で

實
驗
室
の

内
へ

導
き

來
り、

微
細
な

塞

氣
の

泡

末
と

共
に、

更
に

目

的
の

硝
子
タ

ン

ク

中
に

注
入
せ

し
め

る

や

う
に

し

た

も
の

で

め

り

ま
す

。

ま
た、

　一

方、

サ

イ

ホ

ン

を
以
て

拂
水
の

裝

貴
を
な

し、

流
入

流
出
互
に

相

殺
し

て
、

タ

ン

ク

内
の

水

深
が
、

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

何
時
も、

砂
上
概
ね
八

寸

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

ヒ

マコ
ケ

ー

〜
〜

〜
、

副
第圖

二

十
四

度
乃
至

二

十
六

度
二

分

を
示

し
、

二

二

六

乃
至

マ
〇
二

二

五

を
示

し
ま
し

た、

　
以
上

の

や

う
な

條
件

を
具

備
し
セ

周
圍
の

中
で、

ヤ

ウ
ジ

ゥ

ヲ

は、

何
れ

も

心

地
好

げ
に

生
活
し

て

居
b
ま
し
た

、

　

觀
察
は

皆
な

晝
問

に

於
て

な

さ

れ

た

も
の

で

あ

り

ま
す

。

　

　
　
三

　
q
き
§
こ

毫
塞

の
一

般
形
態
に

付
て

は

茲
に

委
し

ぐ

逑
べ

る

こ

と

内
外
を

算
す
る

や
う
に

し

て

置
き

ま

し
た

。

術

ほ、

タ

ン

ク

の

中
に

は、

僅

數

　

　
や

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

の

の

ア

チ
冖
モ

及
び
ホ

ン

タ

ハ

ラ

を

砂
中
に

樹
立

し、

ヤ

ウ

ジ

ウ

ヲ

の

攀
登
纒
絡
に

便
に

し
ま

し
た

。

　
タ

ン

ク

中
の

水

温
は、

　
同

じ
く

比
重
は

、

一
・
○

N 工工
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を

省
略

し
ま

す
が、

セ

r
そ
の

運

動
と

攀
樹
性

と
に

關

係
の

あ
る

　

背
鰭

、

胸
鰭、

及
び

尾

部
の

構

證
に

付
て

數
言

を

費
し
て

置
き

ま

　

す
。

　
　
「

ウ
ロ

カ

ン

プ

ス

一

の

雄
磁

雌
よ

り

少

し

小

形
で

す
。

全

軆
長

　
（

尾
鰭

を
も

入

れ
一
は
、

雄
に

於

て

一

〇．
五

糎
乃

至
一

二
．
五

糎、

雌

一

尋

に

於
て
一

ぐ
八

糎
乃
至
一

三．
一

糎
を
示
し

ま
し
托

。

　
　

體
形
は
一

般
に

細
く
、

殊
に

背
鰭
以

後
の

尾
部
は

著
し

く

飆
ぐ、

　

恰
度

蔓
の

や
う

に
な

つ

て

居
b
ま
す

。

尚
ほ、

此

の

部
は
、

最

初

　

は

左

程
で

も

め
う

ま
せ

ん

が
、

尾
鰭
に

近

く
に

從
つ

て

釜
〃

細
く、

　

そ
の

横
臨
面
は、

ほ

ー
，

、

多
少

背
腹
の

方
向
に

細

長
く
な
つ

把

長

　

方

形
を

呈
し
て

居

り

ま

す
。

即
ち、

饐
長
一

二
・
○

糎
を
示
す

標
本

　
（

雄
）

で

測
つ

陀

と
こ

ろ

が、

尾
鱶
に

接
近
せ

る

尾
柄
の

横
断
面
は

、

　

面

徑

約
○・
五

粍、

長
樫
約
○・
七

粍
を

算
し
ま

し
だ

。

此
の

構

造
は

　
「

ウ

ロ

カ

ン

プ

ス

」

が
、

　一

般
に、

尾
部
の

側

面
を

以
て

他
物
に

纒

　

絡
せ

ん

と
す
る

特

性
を

有
つ

て

居
る

事
實
（

後

交
參
照
）

と
照

應
す

　

る

も
の

と
思

ひ
ま

す
。

　
　

背
鰭
は、

ま
つ

體
の

中
央

部
に

位

置

し
て

居
b
ま
す

。

此
の

鰭

　

は

諸
鰭
の

中、

そ

の

形
の

最
も

大
き
な

も

の

で

あ
つ

て
、

ほ
ダ

同

　

長
な

る
（

唯

前
後
爾

端
の

者
が

僅
か

に

短
か

い

ば
か

b
）

十
六

本
の

　

軟
鰭

條
を
有
つ

て

居
り

ま

す
。

術
ほ、

背
鰭
の

基

部
は、

四

個
の

　

體

輪
に

跨
つ

て、

長
さ

六

乃
至

七
粍、

最

長
の

鰭
條
の

長
さ

は

二

　

乃
至

三

粍
あ

う

ま
す

。

　
　

胸
鰭
は

鰓

葢
の

直
後
範

在
っ

て
、

背
鰭

に

比
べ

る

と

署
ー

く
小

　

形
で

す
。

籏
げ
陀

と
こ

ろ
で

は、

基
部
よ

b
先
端
の

方
が

少
し

幅

（

論

　
　
親
）

　
O
禁

樹
性
の

ヤ

ウ

ジ

ウ

チ

　
（

石

井
）

　

廣
く、

先

端
は

圓
ζ
な
っ

て

居
り

ま
す

。

鱧
長

＝
一
二

五

糎
の

雄

　

で

測
っ

だ

と
こ

ろ

に

よ

る

と
、

胸
鰭
は

、

長
さ

（

基
部
か

ら

先
端

　

壷

で

の
）

四
粍、

幅
（

墓
部
に

於
け

る
）

二
・

二

五

粍
あ
b
ま

し
た

。

　

雌
に

於
て

も

略
同
大
で

す
。

樹
ほ、

胸

鰭
に

は
、

八
本
の
、

ほ
罪
・

　

同

長
な

軟
鰭
條
が

あ

り

ま

す。

　

　

尾

鰭
は
、

此
の

魚
が

攀
樹
性
で

あ
る

に

拘
ら
す、

存
在

し
て

居

　

b
ま

す
。

併
し

、

そ

れ

は

極
め

て

小

形
で

あ
つ

て
、

そ

れ
を

閉
ぢ

概
蠻
編
譯
雑
欝
茘
壌
脇
黔
観

饕
妊

鬆

　

が

突
然
そ
こ

に

現
は

れ
て
、

尾
の

先
に
一

箇
の

微
小
な

團

扇
が

附

　

着
し
て

居
る

や

う

に

見
え
ま

す
．

さ

う
い

ふ

尾

鰭
の

長
さ

は、

全

へ

體
長
一
一
・
五

糎
を
示

す

雄
で

測

つ

た

と
こ

ろ

が、

二
、

四

七
粍

あ

∵
ま

し

咤

雌
で

・

ほ

ゴ

同
大

で

究

贊
幼
小
・

標

査
、

　

比

較
的
大
き
な

尾

鰭
を

有
つ

て

居
り

ま
す。

即

ち
、

私
の

檢
し
た

　

體
長
五・
三

糎
の

者
（

雄
）

の

尾

鰭
の

長
さ

は
、

二
．
四

七
粍

を
示

し

　

ま
し
陀

。

之

は

前
掲
の

逋
り、

體
長
一

一

乃
至

＝
一

糎
を
有
す
る

　

成

魚
の

揚
合

と

全
く、

或
は

殆
ん

ど
全
く
同
一

で

あ
b
ま
す。

之

証
腰

羅
繰
緞

影
誌
露
羅
齢

鰻

　

る

も

の

で

は
な

い

か

と
も

思
は

れ

ま
す。

　

　

そ
れ

か

ら
、

「

ウ

ロ

カ

ン

プ

ス

」

の

尾
鰭
に

は、

ほ

r
同
じ

長
さ

　

を
有
つ

た

十
本
の

軟

鰭
條
が

あ
与

ま
す。

此

の

鰭
條
は、

背
鰭
や

　

胸
鰭
の

鰭
條
に

比
べ

る

と、

そ
の

贋
が

よ
ち

多

く
剛

直
で

す
。

之

　

は

恐

ら
く
、

尾
鰭
が、

游
泳
の

用

を
な

さ

す、

他
勃
に

接
觸
纒
貉

▼
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（as ）正十
＿．t

月
．

五囑

（
鋤
　
　
説
）

　
O
め
と

お

き

す
屬
吸

蟲
の

薪
種

　
へ

田゚

部
）

寸

る

性

質
を

有
う

て

居
る

と
い

ふ

こ

と
1

關
係
の

あ

る

こ

と
で

ゐ

b
ま
せ

う
。

　

臀
鰭
嫁
肛
門
の

直
後

に

あ

り

ま
す

が
、

そ
の

發

育
は

極
め

て

不

良

管
あ
つ

て
、

肉
眼
で

は
、

そ
れ

を
認
め

る

こ

と
が

困
難
な

や
う

な

場
合
が

あ
り

垂

す
。

其
大
さ

は、

體
長

＝
マ

八

糎
の

雌
で

測
つ

地

の
に

、

長
さ

一

・
五

七

糎
、

幅
（

最
も

鬢
い

中
央

郭
の
）

○・
五

八

粍

を
示

し

ま
し

た
．

此

の

鰭
に

噫
、

三

本
の

痕
跡

的
な

鰭
條
が

め

り

ま

す
。

そ
の

中
、

ご

本
は

鰭
の

前

暖
の

爾

縁
に

沿

ふ

て

走
り、

一

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　一

本
は

中

央
を

走
つ

て

居
り

ま
す

。

さ

う

し
て
、

最

前
の

者
が

最

も

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　｝

長
く、

中

央
の

者
が

之

に

亜

ぎ、

最
後
の

者
が

最

も
短
か

く
あ
り

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　…

ま
す

。

尚

ほ
、

臀
鰭
は

、

雌
に

於
て

の

み

認
め

ら
れ、

雌
に

於
て

霞

は
全

く
認
め

る

こ

と
が

で

き
ま
せ

ん
。

こ

れ

は
、

雄
で

絃
、

仔
室

（
閏
鐔
貫
葺
詣

⇔
）

が

恰
度
肛

門
の

處
か

ら

始
ま
る

の

で
、

自

然
さ

う

い

ふ

結
果
が

起
う

柁

も
の
炉

と
思
は
れ

ま
ξ
。

　
之
ま

で

記

し
た

部
分
め
う

ち、

直
接、

鱧
の

蓮
動
に

鬪

係
め

あ

る

の

は
、

背
鰭
と

胸

鰭

と
で
、

へ

物
に

驚
い

セ

や
う
な

時
に

は
「

ウ

ロ

カ

ン

プ

ス

」

麒、

長
い

饐
全

體
を
蛇
の

や
う

に

動
か

し
て

急
激

な

運
動
を

し
ま

す
が
、

そ

れ
は

茲

で

は

假
り
に

除
外

例
と

し
て

置

き

ま
す。
）

攀
登
纒
絡
に

關

係
の

あ

る

の

は

尾
部
で

す。

　
臀
鰭
は

形
が

餘
り

小

さ

い

の

で、

魚
の

蓮

動
に

は

鶸
係
し
ま
せ

ん
。

（

未

完
）

●
め

と

ろ

き

す

屬

吸

蟲
の

新

種

．

京

都

帝

國

大

學

醫

學

部

病

理

學

歡

室

撫
讙

灘
鞴
難

嶷
鑾

　

剖
臉
し

だ
る

に
、

其

内
三

勿
の

ア

ヒ

ガ

モ

貯
匿
げ

80
ゴ

器

ご
×

　
糖

話
。・

蓼
ヨ

＄
試

9
ピ．

の

膽

嚢
に

多
數
の

未
知

吸
蟲

寄
生
せ

る

を

　

認
め
、

同
月

岡
出

醫
學
會
第
二

十
九

總
會
席
上
に

於
て

之
を

發
表

　

し
控
b。

其
後
東
京

帝
國
大

學
理

學
部
動

物
學

教
室
に

於
て

五

島

岡
山

醫
學
士

　

田

部

浩

教

授
の

好

意
に

よ
・
り

丈
献
渉
獵
の

便

を
得
る

に

及
び、

同
吸
蟲
は

メ

ト

ル

キ

ス

薦
の

新
種
な

る

こ

と
を

朋
か

に

し
陀

れ

ば、

五

島
激

授
の

示
教
に

よ

参

薫、
♂

羅
丶

§

ミ
叫

§
君

勞
一
μ

ミ
あ
歹

と

命
名
し

同

年
六

月

京
都
醫
學

會
に

於
て

報

告
す
る

處
あ
ウ

た

り。
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